
る
な
ど
、

社
会
主
義
運
動
に

も
参
加
し
て
い

た
。

だ
が
三
宅
の

『
都
市
の

研
究
』
に

は
、

「
社
会
主
義
」
の

文
字
を
一

度
も
見
出
す
こ

と
が

で

き
な

い
。

安
部
・

片
山
ら
の

都
市
社
会
主
義
論
に

は
制
限
選
挙
廃
止
、

普
通
選
挙
制
度
に

よ
る
「
市
民
の

全
体
を
し
て

市
政
に

尽
力
」
さ
せ
る
こ

と
が
基
調

に

あ
っ

た
。

三
宅
が
普
選
に

も
論
及
し
て
い

な
い

の

は
、

市
政
顧
門
と
し
て

あ
る
い

は
刷
新
派
の

理
論
的
支
柱
と
し
て

自
ら
を
位
置
づ
け
た
と
き
、

都
市
問
題
の

解
決
を
政
治
的
観
点
を
う
す
め
て
、

都
市
経
営
と
そ
の

技
術
的
解
決
策
に
の

み
求
め
た
か
ら
で

あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に

し
て

も
市
政
顧
問

・

市
嘱
託
と
い

う
立
場
で

は
、

都
市
経
営
策
の

実
現
は
お
ぼ
つ

か
な
か
っ

た
。

『
貿
易
新
報
』
に

移
っ

た
三
宅
は
、

市
政
の

主
体
と

し
て

「
市
民
」

の

成
長
を
求
め
、

市
政
へ

の

参
加
を
繰
り
返
し
呼
び
か
け
る
の

で

あ
る
。

第
四
節
　
デ
モ

ク
ラ
シ

ー
へ

の

道

一

　

普
通
選
挙
権
運
動

普
通
選
挙
同
盟
会

「
治
安
警
察
法
」、

行
政
執
行
法
の

制
定
は
、

ま
だ
芽
生
え
た
ば
か
り
の

労
働
運
動
に

甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。

『
労
働
世
界
』

第
五
十
七
号
（
明
治
三
十
三
年
三
月
十
五
日
刊
）
は
、

労
働
運
動
の

前
途
に
つ

い

て
、

「
今
や
治
安
警
察
法
制
定
と
共
に

既
に

開

始
し
た
労
働
運
動
も
其
方
針
を
一

転
し
て

政
治
運
動
と
し
て

決
行
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
気
運
に

至
れ
り
、

従
っ

て

労
働
者
政
党
を
組
織
す
る
の

必
要

は
現
出
し
た
り
」
と
論
じ
、

運
動
の

順
序
を
研
究
か
ら
ク
ラ
ブ
結
成
、

宣
伝
啓
蒙
、

独
立
政
党
の

組
織
、

国
法
の

範
囲
内
で
の

運
動
な
ど
七
項
に

ま

と
め
、

そ
の

第
六
を
「
政
事
運
動
の

第
一

着
手
と
し
て

普
通
選
挙
を
得
る
に

極
力
先
鋒
を
向
く
る
事
」
と
し
た
。
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わ
が
国
の

普
通
選
挙
推
進
が

実
際
運
動
と
な
っ

た
の

は
、

日
清
戦
争
後
の
一

八
九
七
（
明
治
三
十

）
年
五
月
、

河
野
広
中
・

鈴
木
重
遠
・

樽
井
藤

吉
・

中
村
太
八
郎
ら
の

社
会
問
題
研
究
会
が

具
体
的
に

論
議
し
た
の

が
は
じ
ま
り
で
、

中
村
は
同
年
七
月
、

郷
里
の

長
野
県
松
本
に

帰
っ

て

付
近
の

知
友
に

は
か
っ

て

そ
の

請
願
運
動
を
お
こ

し
た
。

こ

れ
に

呼
応
し
て

東
京
に
お
い

て

翌
々

一

八
九
九
年
、

普
通
選
挙
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
、

運
動
が
全
国
各
県
に

も
波
及
さ
れ
て

い

っ

た
。

も
と
も
と
『
労
働
世
界
』
は
、

一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
三
月
の

第
七
号
英
文
欄
か
ら
は

じ

ま
っ

て
、

労
働
者
保
護
法
制
定
の

た
め
に

も
、

普
通
選
挙
が
必
要
だ
と
論
じ
て
い

た
が
、

第
五
十
七
号
以
後
、

「
普
通
選
挙

」
ま
た
は
「
普
通
選
挙
の

天
地

」
欄
を

新
設
し
、

毎
号
の

よ
う
に

普
通

選
挙
期
成
同
盟
会
の

活
動
を
報
道
し
、

啓
蒙
活
動
を
つ

よ
め
た
。

そ
の

こ

ろ
、

県
下
に
は
生
見
尾
（
現
在

横
浜
市
鶴
見
区

）
に

同
盟
会
が
あ
り
、

普
選
同
盟
会
神
奈
川
支
部
も
準
備
中
と
伝
え
ら
れ
た
が
、

普
通
選

挙
請
願
な
ど
も
す
す
ま
な
い

ま
ま
に
、

年
を
越
し
て
一

九
〇
一

年
を
迎
え
た
。

一

八
九
九
年
十
月
、

東
京
に

結
成
さ
れ
た
普
通
選
挙
期
成
同
盟
会
に

は
、

社
会
主
義
研
究
会
、

労
働
組
合
期
成
会
の

会
員
も
加
わ
る

よ

う
に

な

っ

た
。

十
一

月
に

は
、

会
名
も
普
通
選
挙
同
盟
会
と
改
め
ら
れ
、

社
会
主
義
者
と
民
主
主
義
者
を
結
び
つ

け
、

大
衆
的
な
運
動
体
と
し
て
の

全
国
セ

ン

タ
ー

と
な
る
姿
勢
を
示
し
た
。

一

九
〇
一

年
四
月
三
日
、

『
二
六
新
報

』
社
主
催
の

第
一

回
日
本
労
働
者
大
懇
親
会
の

成
功
は
、

普
選
運
動
の

大
衆
的
な
出
発
点
と

な
っ

た
。

懇

親
会
の

主
任
幹
事
は
、

普
選
同
盟
会
幹
事
の

小
野
瀬
不
仁
人
で

あ
っ

た
。

片
山
潜
は
三
万
の

参
加
者
の

う
ち
、

六
千
人
の

労
働
者
を
集
め

た
。

「
右

の

六
千
人
を
分
類
す
る
と
砲
兵
工
廠
三
千
名
、

新
橋
鉄
道
作
業
局
千
百
名
、

大
宮
日
鉄
工
場
五
百
名
、

築
地
海
軍
、

水
道
部
、

三
田
電
気
工
場
、

博

進
社
工
場
、

横
浜
、

横
須
賀
、

浦
賀
及
活
版
工
を
合
し
て

九
百
名
。

（
中
略

）
横
浜
の

諸
君
は
揃
い

の

旗
章
、

揃
い

の

服
で

隊
を
組
ん
で

や
っ

て

来

た
」
と
い

う
。
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こ

の

大
懇
親
会
に

続
い

て
、

四
月
十
八
日
に

開
か
れ
た
日
鉄
橋
正
会
大
会
が
、

労
働
者
政
党
の

組
織
を
論
議
し
、

そ
の

第
一

着
手
と
し
て
、

普
選

同
盟
会
加
入
を
決
議
し
た
。

四
月
二
十
一

日
に

は
、

東
京
の

鉄
工
組
合
本
部
事
務
所
に

集
ま
っ

た
片
山
潜
・

幸
徳
秋
水
・

西
川
光
二
郎
・

安
部
磯
雄

・

木
下
尚
江
・

河
上
清
の

六
名
が
相
談
し
て

五
月
十
八
日
に

社
会
民
主
党
を
届
け
出
て
、

二
十
日
に

宣
言
を
発
表
し
た
。

日
本
最
初
の

社
会
主
義
政

党
で

あ
っ

た
。

こ

れ
は
た
だ
ち
に

治
安
警
察
法
適
用
第
一

号
と
し
て
、

解
散
を
命
じ
ら
れ
た
。

社
会
民
主
党
は
解
散
さ
せ

ら
れ
た
が
、

活
版
工
誠
友
会
主
催
の

労
働
懇
話
会
は
、

八
月
二
十
四
日
さ
ら
に

十
一

月
二

十
三
日
と
「
普
通
選
挙
の

実

行
」
を
決
議
し
、

九
月
一

日
に

開
か
れ
た
誠
友
会
総
会
も
、

工
場
法
発
布
・

治
安
警
察
法
修
正
と
共
に

普
選
を
決
議
し
た
。

社
会
主
義
協
会
も
普
選

運
動
を
中
心
に

す
え
て

活
動
を
再
開
し
、

労
働
組
合
期
成
会
と
鉄
工
組
合
を
主
力
に

普
通
選
挙
同
盟
会
の

強
化
に
の

り
出
し
た
。

普
選
同
盟
会

横
浜
支
部

期
成
会
幹
事
で

同
盟
会
専
任
幹
事
の

北
川
筌
固
は
、

七
月
か
ら
横
浜
市
を
再
三
訪
問
し
て
、

ま
ず
鉄
工
組
合
第
四
十
一

支
部
が
同

盟
会
に

加
入
し
た
の

を
皮
切
り
に
、

九
月
二
十
三
日
に
は
横
浜
支
部
設
立
発
起
会
が
商
業
組
合
、

工

業
組
合
、

鉄
工
組
合
な
ど
七

十
余
名
を
集
め
て

開
か
れ
た
。

な
か
で

も
、

『
内
外
商
事
通
報
』
社
長
の

牧
内
元
太
郎
は
最
も
熱
心
で

自
ら
幹
事
と
な
っ

た
ほ
か
、

横
浜
支
部
事
務
所
を
社
内
に

お

き
、

紙
面
を

提
供
し
て

宣
伝
に

努
め
た
。

横
浜
支
部
の

活
動
は
、

一

九
〇
一

年
秋
か
ら
年
末
に

か

け
て

も
っ

と
も
活
発
で

あ
っ

た
。

九
月
二
十
八
日
、

横
浜
市
の

雲
井
座
に
は
三
千
名
の

聴
衆
が
つ

め
か
け
、

北
川
・

牧
内
・

片
山
・

木
下
・

幸
徳
・

政
友
会
代
議
士
河
野
広
中
ら
の

演
説
に

聞
き
い

っ

た
。

続
い

て

十
二
月
二
日
に

も
横
浜
市
の

喜
楽
座
で

政
談
演
説
会
を
開
き
、

大
雨
に
つ

ぐ
強
風
吹
き
荒
れ
る
な
か
を
千
名
が
つ

め

か

け
、

北
川
・

牧
内
・

大
井
憲
太
郎
な
ど
の

熱
弁
を
聞
い

た
。

牧
内
は
九
月
の

演
説
で

は
「
経
済
の

原
則
よ
り
説
き
起
し
て

国
家
施
政
の

要
訳
は
国

民
の

幸
福
を
増
進
す
る
も
の

な
る
こ

と
を
断
じ
」、

十
二

月
の

演
説
で

は
「
英
国
券
状
党
（
チ
ャ

ー

チ
ス

ト

）
の

起
源
よ
り
説
き
起
し
、

日
本
現
時
の

状
態
は
券
状
党
興
起
を
促
し
つ

つ

あ
る
所
以
を
説
き
、

進
ん
で

政
党
の

腐
敗
を
説
き
、

若
し
現
時
の

ま
ま
に

放
任
せ
ん
が
遂
に

日
本
の

憲
政
危
し
と
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絶
叫
し
」
た
と
い

う
。

な
お
九
月
の

演
説
会
に

は
岸
山
芳
太
郎
、

十
二
月
の

演
説
会
に
は
岡
千
代
彦
と
い

う
印
刷
労
働
者
が
登
壇
し
て
い

る
が
、

こ

の

こ

ろ
、

一

九
〇
〇
年
五
月
解
体
の

印
刷
工
組
合
再
建
運
動
が
、

岸
山
を
中
心
に

横
浜
市
内
で

は
じ
ま
っ

て
い

た
こ

と
の

反
映
で

あ
ろ
う
。

普
選
同
盟
会
の

運
動
は
、

社
会
主
義
協
会
や
鉄
工
組
合
、

印
刷
工
組
合
、

日
鉄
矯
正
会
な
ど
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
、

七
月
二
十
日
に

は
社
会
改

良
を
う
た
っ

た
理
想
団
（
黒
岩
涙
香
の

『
万
朝
報
』
が
主
催
）
が
結
成
さ
れ
、

県
下
に

も
参
加
者
が

あ
っ

た
。

片
山
は
労
働
日
刊
新
聞
の

発
刊
を
計
画

し
、

鉄
工
組
合
は
東
京
で

労
働
問
題
演
説
会
を
開
催
し
た
り
し
た
。

し
か
も
秋
か
ら
一

九
〇
二

年
春
に
か

け
て
、

足
尾
鉱
毒
被
災
民
救
済
運
動
が
京

浜
間
に

ま
き
お
こ

り
、

普
選
同
盟
会
員
も
こ

の

な
か
に

参
加
し
て
い

っ

た
。

普
選
運
動
・

鉱
毒
問
題
は
、

社
会
の

革
新
を
求
め
る
運
動
の

中
心
課
題
で

も
あ
っ

た
。

し
か
し
、

運
動
に

対
す
る
抑
圧
も
大
き
か
っ

た
。

一

九
〇

一

年
十
二
月
、

日
鉱
矯
正
会
は
フ

レ

ー
ム
・

ア
ッ

プ
に
よ
る
弾
圧
の

な
か
で

解
体
し
た
。

一

九
〇
二

年
一

月
、

日
刊
紙
と
し
て

創
刊
さ
れ
た
『
内
外

新
報
』
は
二
か
月
で

廃
刊
し
た
。

四
月
に

予
定
さ
れ
た
『
二
六
新
報
』
の

第
二

回
労
働
者
大
懇
親
会
は
、

事
前
に

警
察
に
よ
っ

て

禁
止
さ
れ
る
に

至

っ

た
。

二
月
十
六
日
に

は
、

最
初
の

普
通
選
挙
法
案
が
衆
議
院
に

提
出
さ
れ
た
が
、

こ

れ
も
ま
た
否
決
さ
れ
て

し
ま
っ

た
。

も
ち
ろ
ん
、

否
決
さ
れ

た
と
は
い

え
、

普
選
案
は
「
議
会
実
際
の

問
題
」
と
な
り
、

特
別
委
員
会
で

は

賛
否
同
数
（
四
対
四

）
で
、

委
員
長
の
一

票
で

否
決
さ
れ
た
の

で

あ

り
、

「
時
勢
の

進
歩
は
驚
く
べ

き
者
」（『
万
朝
報
』
二

月
二

十
四
日
付
）
で

あ
っ

て
、

八
月
の

総
選
挙
に

中
村
太
八
郎
・

木
下
尚
江
が
立
候
補
し
た
の

も

こ

の

よ
う
な
「
時
勢
」
で

あ
っ

た
。

し
か
も
、

総
選
挙
を
契
機
に
、

長
野
県
の

松
本
の

同
盟
会
は
解
体
し
て

し
ま
う
。

普
選
同
盟
会
は
、

二
月
の

普
選
案
請
願
、

八
月
の

総
選
挙
の

後
、

し
ば
ら
く
活
動
を
中
断
し

て

い

た
が
、

民
主
主
義
を
求
め
る
労
働
者
の

運
動

が
、

片
山
潜
ら
の

精
力
的
な
努
力
に

よ
っ

て

進
め
ら
れ
て
い

た
。

『
労
働
世
界
』
年
末
号
は
、

四
月
か
ら
の

九
か
月
間
に
、

東
京
市
内
で

四
十
二
回
、

地
方
で
二
十
一

回
、

月
平
均
七
回
の

演
説
会
を
開
き
、

「
勉
め
た
り
と
い

わ
ざ
る
べ

け
ん
や
」
と
誇
っ

た
ほ
ど
で

あ
る
。

県
下
で

も
四
月
二
十
日
、

東
浦
賀
三
芳
亭
で

幻
灯
演
説
会
が
開
か
れ
て
お
り
、

十
月
一

日
に
は
大
井
憲
太
郎
ら
が
横
浜
雲
井
座
に

二
千
名
を
集
め
て
、

労
働
問
題
演
説
会
を
開
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い

た
。

岸
山
芳
太
郎
ら
の

印
刷
工
組
織
活
動
も
な
お

続
い

て

い

た
。

こ

う
し
た
力
を
背
景
に
、

十
一

月
一

日
、

普
選
同
盟
会
は
規
約
を
改
正
し
、

本
部
を
東
京
に
お
い

て
、

名
実
と
も
に

全
国
セ

ン

タ
ー
で

あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、

委
員
十
名
・

評
議
員
三
十
名
を
選
ん
で

陣
容
を
整
え
た
。

評

議
員
に

は
横
浜
を
代
表
し
て

牧
内
も
加
わ
っ

て
い

る
。

こ
の

時
期
の

社
会
主
義
者
が
当
面
の

課
題
と
し
て
、

国
政
の

民
主
化
、

普
通
選
挙
権
を
と
り
あ
げ
、

民
主
主
義
者
と
協
同
し
た
こ

と
は
、

牧
内
の

よ
う
な
都
市
知
識
人
に

だ
け
影
響
を
与
え
た
の

で

は
な
か
っ

た
。

県
下
の

有
識
者
に

も
影
響
す
る
も
の

で

あ
っ

た
。

一

八
九
九
年
七
月
、

有
斐
閣
か

ら
『
近
世
社
会
主
義
』
と
い

う
五
百
ペ

ー
ジ
余
の

大
著
を
刊
行
し
た
中
郡
豊
田
村
（
現
在

平
塚
市

）
の

福
井
準
造
も
そ
の
一

人
で

あ
っ

た
。

一

九
〇

一

年
五
月
、

社
会
民
主
党
が
解
散
さ
せ

ら
れ
た
さ
い
、

日
記
に

「
宣
言

」
の

記
事
を
ス

ク
ラ
ッ

プ
し
、

そ
こ

に
、

「
現
時
ノ

社
会
ニ

民
主
主
義
ヲ

実

行
ス

ル

ノ

適
否
ハ

識
者
モ

容
易
ニ

判
ズ
ル

能
ハ

ザ
ル

至
難
ノ

問
題
ナ
リ
、

然
レ

バ

這
般
ノ

党
派
ア
リ
テ
盛
ン

ニ

社
会
問
題
ヲ

絶
叫
シ

貧
富
平
衡
ヲ

唱

導
ス

ル

ハ

現
社
会
ニ

対
シ

テ

利
ア
ル

モ

害
ナ
キ
所
」
で
、

政
府
の

狭
量
は
後
世
の

笑
い

も
の

と
な
る
で

あ
ろ
う
と
付
記
し
て
い

る
。

ま
た
、

一

九
〇
一

年
十
二
月
の

『
神
奈
川
県
農
会
報
』
に
、

「
百
姓
弁
」
を
寄
せ
た
さ
い
、

「
吾
人
は
世
人
を
し
て

労
働
の

神
聖
な
る
を
覚
知
せ
し

む
る
と
同
時
に
、

之
を
賤
み
之
を
嫌
悪
す
る
凡
て
の

人
に

向
て
、

面
上
三
斗
の

唾
を
注
が
ん
と
す
」
と
ま
で

極
言
す
る
。

明
治
三
十
年
代
の

前
半
、

神
奈
川
県
下
に

は
民
主
主
義
を
求
め
る
広
汎
な
層
が
存
在
し
た
こ

と
は
、

福
井
の

寸
言
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。

二
　
『
平
民
新
聞
』
の

こ

ろ

非
戦
運
動

一

九
〇
〇
年
の

北
清
事
変
を
き
っ

か

け
に
、

ロ

シ

ア

は
満
州
に

増
兵
し
て

お

り
、

撤
兵
期
限
の

十
月
八
日
に

な
っ

て

も
撤
兵
し
よ
う

と
し
な
か
っ

た
。

日
本
で
の

対
ロ

シ

ア

開
戦
の

声
は
や
か
ま
し
く
、

幸
徳
秋
水
・

堺
利
彦
・

内
村
鑑
三
ら
の

反
戦
論
を
掲
載
し
つ

づ
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け
て

き
た
『
万
朝
報
』
す
ら
、

十
月
八
日
夕
刊
か
ら
は
主
戦
論
に
か
わ
っ

た
。

島
田
三
郎
の

『
毎
日
新
聞
』
も
「
戦
争
や
む
な
し
」
と
論
調
を
か
え

て
い

っ

た
。

日
本
は
一

九
〇
二

年
一

月
、

イ
ギ
リ
ス

と
の

間
に
同
盟
を
結
ん
で

対
ロ

シ

ア

開
戦
に

備
え
、

戦
争
準
備
を
強
化
し
て
い

っ

た
。

社
会
主
義
者
だ
け
が
、

反
戦
の

声
を
絶
や
さ
な
い

で
い

た
。

な
か
で

も
、

片
山
潜
の

グ
ル

ー
プ
は
、

積
極
的
で

あ
っ

た
。

八
月
七
日
、

横
浜
市
の

羽
衣
座
で

社
会
主
義
演
説
会
が
開
か
れ
た
。

弁
士
に

伊
藤
友
次
郎
（
号
呑
舟
、

自
由
党
壮
士
の

出
身
）
が
い

た
。

伊
藤
は
、

社
会
問
題
研
究
会
の

名
で
、

九
月
に
は
横
浜
市
内
で

七
回
も
演
説
会
を
開
い

た
。

十
月
八
日
夜
、

東
京
神
田
の

青
年
会
館
で
、

「
社
会
主
義
者
非
戦
論
大
演
説
」
が
行
わ
れ
、

雨

の

中
を
三
百
人
の

聴
衆
が
集
ま
っ

た
。

弁
士
は
伊
藤
の

ほ
か
、

西
川
・

斯
波
貞
吉
・

堺
・

安
部
・

木
下
・

片
山
な
ど
で

強
く
非
戦
を
訴
え
た
。

そ
の

後
、

十
七
日
、

二
十
四
日
、

二
十
六
日
、

十
一

月
十
日
と
、

横
浜
市
内
各
所
で
、

伊
藤
・

片
山
ら
に
よ
る
非
戦
演
説
会
が
開
か
れ
た
。

一

九
〇
三
年
十
一

月
十
五
日
に

は
、

非
戦
運
動
の

統
一

機
関
紙
と
し
て

「
自
由
・

平
等
・

博
愛
」
を
ス

ロ

ー
ガ
ン

に
、

週
刊
『
平
民
新
聞
』
が
発

行
さ
れ
た
。

『
平
民
新
聞
』
は
平
均
三
千
三
百
部
発
行
さ
れ
、

本
県
下
の

直
接
購
読
者
は
判
明
す
る
だ
け
で
二
十
七
名
で
、

そ
の

他
に

新
聞
店
や
県

下
の

各
グ
ル

ー
プ
が
配
布
し
た
も
の

を
加
え
る
と
二
百
部
以
上
が
配
布
さ
れ
て
い

た
で

あ
ろ
う
。

ま
た
出
版
基
金
を
寄
せ

た
り
、

激
励
の

書
信
を
送

っ

た
人
び
と
の

名
も
紙
上
に

見
ら
れ
る
。

『
平
民
新
聞
』
は
、

県
下
非
戦
運
動
の

機
関
紙
で

も
あ
っ

た
。

し
か
し
十
二
月
二

十
九
日
に
、

片
山
が
万
国
社
会
党
大
会
出
席
の

た
め
に

横
浜
港
を
出
帆
し
、

日
本
の

運
動
か
ら
離
れ
た
。

こ

の

た
め
か
伊
藤
ら

の

運
動
は
『
平
民
新
聞
』
と
は
断
絶
し
て

停
滞
し
て

か
ん
じ
ん
の

片
山
派
機
関
誌
『
社
会
主
義
』
す
ら
、

一

九
〇
四
年
三
月
か
ら
月
刊
と
な
り
渡
米

協
会
機
関
誌
に

変
質
し
て

し
ま
っ

た
。

伊
藤
も
ま
た
四
月
に

労
働
者
同
盟
会
の

看
板
を
か

か

げ
て
、

『
救
世
之
教
義
』
と
い

う
パ

ン

フ

レ

ッ

ト
を
発

行
し
、

発
禁
処
分
を
う
け
罰
金
刑
を
う
け
る
。

ま
た
伊
藤
の

内
妻
城
ノ

ブ
も
、

四
月
十
三
日
に

横
浜
社
会
主
義
婦
人
講
演
会
を
開
い

た
が
、

こ

れ
を

最
後
と
し
て

横
浜
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。

二
人
の

個
人
的
事
情
は
い

ろ
い

ろ
あ
る
が
、

い

ず
れ
に

せ
よ
伊
藤
・

城
グ
ル

ー
プ
の

運
動
は
当
時

の

キ
リ
ス

ト
教
会
に

も
、

ま
た
鉱
害
救
済
運
動
や
普
選
運
動
に
参
加
し
て

き
た
都
市
中
間
層
に

も
納
得
さ
れ
る
資
質
と
運
動
形
態
を
と
り
え
な
か
っ
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た
こ

と
と
、

片
山
の

支
援
を
失
っ

た
こ

と
が
挫
折
の

原
因
で

あ
っ

た
。

日
露
戦
争
は
、

日
清
戦
争
と
は
異
な
っ

て
、

県
下
で

も
熱
狂
的
な
排
外
主
義
を
育
て

た
。

一

九
〇
四
年
二
月
十
日
の

開
戦
以

来
、

戦
争
熱
が
県
民
を
ひ
き
ず
っ

た
。

日
清
戦
争
後
、

市
民
の

反
対
を
お
し
き
っ

て

敷
設
さ
れ
た
神
奈
川
・

保
土
ケ
谷
直
通
線

を
召
集
列
車
が
通
過
す
る
度
に
熱
度
は
高
ま
り
、

つ

い

に
は
平
沼
駅
で
二
名
、

保
土
ケ
谷

駅
で
一

名
の

死
者
が
歓
送
者
の

な
か
か
ら
出
る
有
様
と
な
っ

た
。

ま
た
『
平
民
新
聞
』
だ

け
が
非
戦
を
訴
え
て
い

た
。

同
紙
に

は
県
下
の

読
者
か
ら
の

投
書
も
少
な
く
な
い

が
、

そ

れ
ぞ
れ
が
相
互
に

連
絡
し
た
り
、

周
辺
を
組
織
す
る
に
は
至
っ

て
い

な
か
っ

た
。

横
浜
市
内
の

商
家
に

生
ま
れ
た
社
会
主
義
者
の

荒
畑
勝
三
（
寒
村
）
は
、

は
じ
め
は
キ

リ
ス

ト
教
の

洗
礼
を
う
け
横
浜
市
の

外
国
商
館
の

ボ
ー
イ
か
ら
、

横
須
賀
海
軍
造
船
工
廠

の

見
習
職
工
と
な
っ

た
。

こ

の

荒
畑
が
社
会
主
義
の

運
動
に
は
じ
め
て

接
触
し
た
の

は
一

九
〇
四
年
五
月
二
十
日
、

上
京
し
て

社
会
主
義
協
会
の

堺
・

幸
徳
・

安
部
ら
の

演
説
を
き

い

た
と
き
で

あ
っ

た
。

こ

の

と
き
多
大
の

感
銘
を
う
け
、

協
会
に

入
会
し
て

社
会
主
義
者

の

仲
間
い

り
を
し
た
。

こ

の

と
き
荒
畑
は
十
六
歳
の

若
さ
で

あ
っ

た
。

荒
畑
は
、

キ
リ
ス

ト
教
徒
と
し
て

横
浜

市
の

海
岸
教
会
に

出
入
し
て
い

た
が
、

こ

こ

で

二
人
の

同
志
を
得
た
。

一

人
は
服
部
浜
次

（
二

十
六
歳
）
と
い

う
洋
服
裁
縫
職
の

親
方
で
、

も
う
一

人
は
鈴
木
秀
男
（
十
九
歳
）
と
い

う
郵
便
局
の

書
記
で

あ
っ

た
。

二
人
と
も
寒
村
よ
り
や
や
年
長
で
、

三
人
は
性
格
も
境
遇

曙会の関係者　 斉藤秀夫氏蔵

横
浜
平
民
結
社

©神奈川県立公文書館



も
ち
が
っ

て
い

た
が
、

横
浜
で

社
会
主
義
の

運
動
を
お
こ

す
こ

と
で

意
見
が
一

致
し
た
の

で
、

横
浜
平
民
結
社
の

結
成
を
決
め
、

手
は
じ
め
に

七
月

二

十
三
日
に
、

横
浜
市
羽
衣
町
の

寄
席
若
柳
亭
で

演
説
会
を
開
き
、

聴
衆
に

参
加
を
う
っ

た
え
た
。

横
浜
平
民
結
社
に
は
、

海
岸
教
会
の

三
人
の

ほ
か
、

理
想
団
出
身
の

田
中
佐
市
、

代
書
屋
で

無
神
論
者
の

吉
田
只
次
（
四
十
三
歳
）
ら
の

壮
年
組

も
加
わ
っ

た
。

八
月
十
八
日
、

九
月
二
十
七
日
、

十
一

月
五
日
と
海
岸
教
会
牧
師
館
で

例
会
を
開
き
、

十
数
人
が
集
ま
っ

て

討
議
し
た
。

呼
び
か
け

の

中
心
だ
っ

た
荒
畑
は
十
月
下
旬
か
ら
十
二
月
末
ま
で
、

軍
属
と
し
て

大
連
に

働
き
に

行
く
よ
う
に

な
っ

た
の

で
、

十
月
二

十
二
日
に

鈴
木
宅
で

開

か
れ
た
相
談
会
で
、

鈴
木
が
幹
事
と
な
る
こ

と
、

『
平
民
新
聞
』
の

読
者
を
ふ
や
す
こ

と
、

普
通
選
挙
演
説
会
を
開
く
こ

と
な
ど
を
決
め
た
。

十
一

月
二
日
の

東
京
神
田
青
年
会
館
の

社
会
主
義
演
説
会
に

鈴
木
が
、

ま
た
三
日
の

東
京
の

普
通
選
挙
同
盟
会
主
催
平
民
親
睦
会
に

も
鈴
木
・

服
部
・

印

刷
工
の

岸
山
芳
太
郎
ら
が
出
席
し
、

演
説
会
の

計
画
を
ね
っ

た
。

（『
寒
村
自
伝
』）

十
一

月
二
十
二
日
に
、

横
浜
相
生
座
に
三
百
名
を
集
め
、

幸
徳
・

西
川
・

堺
ら
の

演
説
会
を
開
い

た
。

し
か
し
、

十
一

月
十
六
日
に

社
会
主
義
協

会
は
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
て

お
り
、

同
夜
は
署
長
を
先
頭
に
三
十
余
名
の

制
・

私
服
警
官
が
出
動
し
て

堺
の

演
説
は
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

続
い

て
、

横
浜
平
民
結
社
も
政
治
結
社
と
認
定
さ
れ
解
散
に

追
い

こ

ま
れ
た
。

治
安
警
察
法
の

下
で

は
、

未
成
年
者
・

婦
人
・

官
吏
・

軍
人
・

学
生
ら
は
政
治

結
社
に

加
入
で

き
な
い

の

で

あ
る
。

し
か
し
こ

の

横
浜
グ
ル

ー
プ
は
、

十
一

月
二
十
七
日
に

研
究
団
体
の

曙
会
と
し
て

会
を
再
興
さ
せ
た
。

そ
れ
は
、

キ
リ
ス

ト
者
主
導
か
ら
、

『
平
民

新
聞
』
を
母
体
と
す
る
組
織
に

成
長
し
、

家
も
ち
子
も
ち
の

壮
年
層
が
会
の

中
心
に

な
っ

た
新
し
い

組
織
で

も
あ
っ

た
。

一

方
、

こ

の

時
期
ま
で

県

下
に

は
他
の

グ
ル

ー
プ
は
存
在
し
て
い

な
い
。

八
月
は
じ
め
西
島
・

権
田
両
青
年
の

伝
道
行
商
は
、

厚
木
・

平
塚
・

茅
ヶ

崎
・

藤
沢
と
ま
わ
っ

て
、

小
冊
子
十
一

冊
、

『
平
民
新
聞
』
の

四
部
を
売
り
、

十
月
五
日

か

ら
十
五
日
ま
で
、

川
崎
・

神
奈
川
・

横
浜
・

戸
塚
・

鎌
倉
・

藤
沢
・

茅
ヶ

崎
・

平

塚
・

小
田
原
・

箱
根
と
伝
道
行
商
し
た
山
口

義
三
・

小
田
頼
造
の

二

青
年
の

成
果
は
、

社
会
主
義
協
会
員
十
一

名
、

普
通
選
挙
請
願
人
七
名
、

小
冊
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子
百
六
冊
を
売
る
と
い

う
成
果
で

あ
っ

た
。

な
お

八
月
二
十
九
日
に
、

小
田
原
の

富
貴
座
で

早
川
村
臼
井
欣
五
郎
の

努
力
に
よ
り
百
五
十
名
の

演
説

会
が
開
催
さ
れ
、

同
三
十
日
に

は
山
北
の

盛
翁
寺
で

火
夫
小
村
血
涙
に
よ
る
百
名
の

演
説
会
が
、

ま
た
九
月
十
日
に

も
箱
根
太
平
台
林
泉
寺
で

住
職

内
山
愚
童
に
よ
る
三
十
名
の

演
説
会
な
ど
が
開
か
れ
て
い

る
。

い

ず
れ
も
個
人
の

事
業
で

あ
っ

て
、

グ
ル

ー
プ
は
結
成
さ
れ
て
い

な
か
っ

た
。

一

九
〇
五
年
に

な
っ

て
、

一

月
中
旬
に

曙
会
の

鈴
木
が
一

人
の

老
母
を
残
し
て

軍
に

召
集
さ
れ
た
。

当
時
の

会
員
は
二
十
七
名
と
二
月
か
ら
大
和

田
忠
太
郎
（
商
館
番
頭
）
・

高
畑
己
三
郎
（
画
工

）
が
共
同
で

借
り
た
家
の

二
階
を
ク

ラ
ブ

と

し
、

毎
土
曜
日
に

集
会
を
も
つ

よ
う
に

な
り
運
動
の

拠

点
も
つ

く
ら
れ
た
が
、

一

月
二
十
九
日
『
平
民
新
聞
』
は
赤
刷
り
の

終
刊
号
を
発
刊
し
た
。

二

月
五
日
か
ら
は
『
直
言
』
が
後
継
紙
と
な
っ

た
。

曙

会
が
二
月
二
日
に
、

喜
楽
座
で

演
説
会
を
開
こ

う
と
す
る
と
、

貸
席
を
こ

と
わ
ら
れ
る
有
様
と
な
っ

た
。

二

月
二
十
一

日
、

西
戸
部
の

伊
勢
本
亭
で

演
説
会
を
開
い

て

も
、

聴
衆
は
二

十
余
名
だ
っ

た
。

一

方
、

三
浦
半
島
に

は
、

海
軍
軍
人
で

も
あ
り
救
世
軍
兵
士
で

も
あ
る
桜
井
仁
八
・

佐
竹
玄
底
ら
四
名
に

よ
っ

て

集
ま
り
が
は
じ
め
ら
れ
、

横
須

賀
平
民
舎
と
名
乗
り
、

二

月
二
十
六
日
、

三
月
十
二
日
に

は
懇
話
会
を
開
い

た
。

三
月
に

は
隣
人
会
と
し
て

集
会
を
も
ち
、

四
月
三
日
に

は
浦
郷
村

旭
座
で

豪
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
百
二

十
名
を
集
め
て

演
説
会
を
開
き
、

会
員
は
二

十
名
に

達
し
た
。

兵
士
中
心
の

組
織
で

あ
り
、

の

ち
に

湘
南
平
民

倶
楽
部
と
改
称
し
、

六
月
ご
ろ
に
、

配
属
が

え
や
解
雇
で
一

た
ん
解
体
し
た
。

四
月
に
、

曙
会
は
労
働
者
観
桜
会
（
メ

ー
デ
ー

を
模
し
た
労
働
組
合
期
成
会
の

伝
統
的
な
行
事
）
を
計
画
、

雨
の

た
め
中
止
し

た
が
、

九
名
の

会
員
が

ビ
ラ
を
ま
き
、

五
月
一

日
に

は
メ

ー

デ
ー

を
期
し
て

演
説
会
を
開
き
五
十
余
名
を
集
め
た
の

を
は
じ
め
、

五
月
三
回
、

六
月
一

回
、

七
月
二

回
と
演

説
会
を
開
催
し
つ

づ
け
、

会
員
の
一

人
の

灯
台
員
は
東
京
に

転
勤
と
な
る
と
、

七
月
に

羽
田
社
会
主
義
研
究
会
を
組
織
し
た
。

八
月
に

入
る
と
、

曙
会
の

演
説
会
は
警
察
の

圧
迫
で

会
場
か
ら
使
用
を
こ

と
わ
ら
れ
た
り
、

ま
た
当
夜
に

な
っ

て

会
場
に

営
業
停
止
命
令
が
出
さ

れ
る
な
ど
の

妨
害
が
続
き
開
催
が
困
難
と
な
っ

た
。

だ
が
、

七
月
一

日
に
、

鈴
木
が
満
州
で

戦
死
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
、

八
月
六
日
に

海
岸
教
会
で
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追
悼
会
が
開
か
れ
て
お
り
、

曙
会
会
員
の

反
戦
の

意
志
は
か

き
た
て

ら
れ
て
い

た
。

九
月
五
日
、

講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
た
が
、

内
容
が
発
表
さ
れ
る
と
、

償
金
が
と
れ
な
い

不
満
や
増
税
と
物
価
高
、

さ
ら
に

凶
作
に

な
や
ま
さ
れ

て
い

た
国
民
の

間
に

不
満
が
爆
発
し
た
。

調
印
の

九
月
五
日
に

は
、

東
京
日
比
谷
で

開
か
れ
た
国
民
大
会
は
、

警
察
と
新
聞
社
の

焼
き
打
ち
と
な
り
、

は
じ
め
て

戒
厳
令
が
し
か
れ
た
。

し
か

し
、

全
国
各
地
に

講
和
条
約
反
対
と
内
閣
の

責
任
追
及
の

国
民
大
会
が
開
か
れ
た
。

そ
し
て

都
市
の

住
民
が

自
発
的
に
、

政
治
的
課
題
で

大
衆
行
動
を
起
こ

す
よ
う
に

な
っ

た
の

で

あ
る
。

県
下
で

も
九
月
三
日
と
、

七
日
の

横
須
賀
で
の

集
会
を
最
初
に
、

九
日
の

神
奈
川
町
の

集
会
で

は
投
石
・

放
火
事
件
も
お

き
、

十
一

日
夜
、

十
二

日

朝
と
横
浜
で

も
数
千
の

集
会
が
も
た
れ
、

十
二
日
夜
の

演
説
会
が
解
散
さ
せ
ら
れ
る
と
、

つ

い

に

焼
き
打
ち
事
件
と
な
っ

た
。

一

方
、

曙
会
は
十

一

日
夜
、

平
沼
座
に

講
和
賛
成
演
説
会
を
開
き
、

百
五
十
名
の

聴
衆
に

和
戦
と
も
に

国
民
の

総
意
に

よ
る
べ

き
だ
と
訴
え
た
。

横
浜
市
内
で
は
、

フ

ラ
ン

ス

人
二

名
が
、

講
和
を
祝
し
て

日
本
国
旗
を
掲
げ
た
だ

け
と

伝
え
ら
れ
、

東
京
お
よ
び
大
阪
『
朝
日
新
聞
』
に
は
、

「
余
が
弟
は
昨
年
戦
死
せ

り
（
中
略
）
彼
れ
も
空
し
く
犬
死
せ
し
か
と
実
に

憤
慨
に

堪
え
ず
、

故
に

余
は

余
の

子
弟
に

今
後
戦
役
に

従
事
す
る
も
勇

戦
奮
闘
戦
死
す
る
が
如
き
愚
を
為
す
勿
れ
と
訓
戒
せ
り
」（
横
浜
一

市
民
）、
「
同
村
の

有
志
は
一

同
申
合
せ
、

今
後
戦
争
の

相
起
り
候
う
と
も
、

兵
役

の

召
集
は
、

勿
論
、

国
債
の

募
集
に

も
一

切
応
ぜ
ざ
る
決
議
い

た
し
候
」（
神
奈
川
某
村
民
）
な
ど
の

投
書
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、

横
浜
で

は
奨
兵
義

会
、

愛
国
婦
人
会
、

赤
十
字
社
を
脱
会
し
よ
う
と
す
る
も
の

が
あ
ら
わ
れ
た
と
い

う
（
信
夫
清
三
郎
著
『
大
正
デ
モ

ク

ラ
シ

ー

史
』）。

三
　
明
治
末
期
の

社
会
運
動

普
通
選
挙
全
国
同
志
会

非
戦
を
訴
え
つ

づ
け
た
平
民
社
は
、

講
和
に

際
し
て

も
、

そ
の

態
度
を
明
確
に

す
べ

き
だ
っ

た
が
、

十
月
九
日
に

自
ら
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解
散
式
を
挙
げ
て
い

た
。

さ
ら
に

後
継
紙
は
、

幸
徳
・

西
川
ら
の

『
光
』（
半
月
刊
、

十
一

月
二

十
日
創
刊
）、
キ
リ
ス

ト
教
社
会
主
義
の

『
新
紀
元
』（
月

刊
、

十
一

月
十
日
創
刊
）
と
二
つ

の

潮
流
に
わ
か
れ
た
。

も
と
も
と
、

東
京
に
お
け
る
平
民
社
と
横
浜
平
民
結
社
（
曙
会
）
な
ど
、

地
方
グ
ル

ー

プ

と

は
組
織
的
、

系
統
的
な
連
携
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い

が
、

横
浜
グ
ル

ー
プ
も
ま
た
、

中
央
の

情
勢
と
は
か
か
わ
り
な
く
活
動
を
続
け
て
い

っ

た
。

十
一

月
五
日
に

開
か
れ
た
曙
会
茶
話
会
に
は
、

『
光
』
系
の

西
川
・

山
口

も
参
加
し
、

婦
人
二
名
も
ふ

く
め

て
、

普
通
選
挙
請
願
な
ど
を
話
し
あ

い
、

十
一

月
十
九
日
に

は
大
和
田
忠
太
郎
・

森
近
運
平
・

田
中
佐
市
ら
の

演
説
会
を
開
い

た
。

田
中
の

演
題
が
「
先
づ

政
権
を
取
れ
」
で

あ
っ

た
よ

う
に
、

曙
会
も
『
光
』
派
も
『
新
紀
元
』
派
も
「
普
通
選
挙
」
を
当
面
の

要
求
と
し
て
い

た
。

ま
た
、

普
選
同
盟
会
も
十
二
月
六
日
に

普
通
選
挙
連
合
会
を
組
織
す
る
こ

と
を
決
め

た
。

こ

れ
ま
で
の

個
人
加
盟
・

単
一

組
織
か
ら
、

社
会
運
動

の

諸
グ
ル

ー
プ
が
存
在
す
る
状
況
に

対
応
し
て
、

団
体
連
合
の

方
式
が
と
ら
れ
、

二

月
十
一

日
を
期
し
て

全
国
大
会
を
開
く
こ

と
と
な
っ

た
。

一

九
〇
六
年
一

月
西
園
寺
内
閣
が
成
立
し
、

社
会
主
義
者
に

対
す
る
施
策
も
緩
和
さ
れ
る
か
に

見
え
、

「
ま
ず
試
み
に

」、
一

月
十
四
日
、

西
川
、

樋
口

伝
は
「
普
通
選
挙
の

期
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
」
の
一

つ

に
か
か
げ
た
「
日
本
平
民
党
」
を
結
成
し
、

こ

の

結
党
届
け
が
受
理
さ
れ
た
こ

と
か

ら
、

堺
・

深
尾
韶
も
一

月
二
十
八
日
、

「
日
本
社
会
党
」
を
結
成
し
、

届
け
出
て

受
理
さ
れ
た
。

両
党
は
直
ち
に

普
選
連
合
会
に

加
入
し
た
。

二
月
十
一

日
、

予
定
ど
お
り
東
京
両
国
の

伊
勢
平
楼
で
、

普
通
選
挙
全
国
同
志
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

松
本
・

山
形
・

若
松
・

桐
生
の

各
地
か
ら

は
祝
電
、

京
都
五
名
、

千
葉
四
名
、

横
須
賀
一

名
、

横
浜
一

名
な
ど
各
地
か
ら
の

同
志
総
代
も
参
加
し
、

三
百
名
が
集
ま
っ

た
。

大
会
は
、

男
女
平

等
普
選
の

要
求
を
は
じ
め
て

決
議
し
、

衆
議
院
に

普
選
請
願
を
行
う
こ

と
も
決
め

た
。

大
会
決
議
に

も
と
づ
く
普
選
請
願
は
、

二
月
二

十
日
約
六
十

名
が
日
比
谷
公
園
か
ら
国
会
ま
で
、

は
じ
め
て

の

「
普
選
デ
モ

」
を
行
い
、

請
願
書
を
提
出
し
た
。

当
日
の

横
浜
市
代
表
は
牧
内
元
太
郎
で

あ
り
、

演
説
も
し
て
い

る
が
、

横
須
賀
市
代
表
は
未
詳
で

あ
る
。

牧
内
と
曙
会
の

関
係
も
明
ら
か
で

は
な

い

し
、

横
須
賀
も
平
民
舎
を
拠
点
と
し
て
、

海
軍
軍
人
や
郵
便
局
員
な
ど
の

活
動
が

見
ら

れ
る
が
、

こ

の

大
会
と
の

関
係
は
未
詳
で

あ
る
。

ま
た
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